
（別添） 整理番号 24 - 13

事　業　名 地区名等

【費用対効果の算定内容】

１．費用対効果の算定根拠

　算定については、『治水経済調査マニュアル（案）』（平成17年4月　国土交通省河川局）に基づき行った。

　本マニュアルにおいては、経済評価するうえで洪水氾濫被害の防止効果を便益（B）とし、事業着手時点

から完成に至るまでの総建設費と、評価対象期間内における維持管理費を費用（C）として、それぞれ現在

価値化したものを評価することとしている。

２．事業全体の投資効率性

１）河川改良に要する費用

総費用（C） 1,483 百万円

総費用算出根拠

建設費及び維持管理費を年度別に設定し、現在価値化した

総建設費 維持管理費

事業費 1,020 -

現在価値化 1,312 171 単位：百万円

２）河川改良による便益

総便益（B） 2,170 百万円

総便益算出根拠

　想定氾濫区域における家屋・家庭用品・農作物・公共土木施設等の洪水氾濫被害が河川改良に

よって軽減される額を算定し、現在価値化した

【費用対効果分析の結果】

B/C（再々評価時点）＝ 2,170 百万円　÷ 1,483 百万円 ＝　1.46

《　費　用　対　効　果　分　析　説　明　資　料　》

河川事業（河川改良事業） 蟹田川

世帯数 農漁家数 水田面積 畑面積 事業所数 年平均被害軽減額 評価対象期間内被害軽減額

（戸） （戸） （ha） （ha） （千円） （百万円）

60 72 64,700 2,170
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チ
ェ

ッ
ク

欄
環

　
境

　
配

　
慮

　
指

　
針

具
体

的
な

内
容

１
　

土
地

・
植

生
の

改
変

（
造

成
、

敷
地

整
備

）
段

階
で

の
環

境
配

慮

■
（
１

）
農

林
地

等
の

緑
地

や
植

生
の

改
変

に
係

る
環

境
配

慮

■
・

植
生

の
改

変
を

最
小

限
と

し
、

施
工

後
は

積
極

的
に

復
元

を
図

る
。

■
・

工
事

用
道

路
等

の
建

設
に

あ
た

っ
て

は
、

周
辺

の
植

生
に

十
分

配
慮
を

す
る

。

■
・

植
生

の
改

変
を

最
小

限
と

し
、

施
工

後
は

積
極

的
に

復
元

を
図

る
。

□
・

■
・

施
工

時
期

を
考

慮
す

る
と

と
も

に
、

植
生

の
改

変
を

最
小

限
と

す
る
。

□
・

■
（
２

）
地

形
や

地
盤

の
改

変
に

係
る

環
境

配
慮

■
・

河
道

拡
幅

に
あ

た
り

、
元

来
の

澪
筋

を
確

保
し

、
護

岸
の

設
置

は
必

要
最

小
限

に
す

る
。

■
・

河
岸

は
出

来
る

だ
け

改
変

せ
ず

、
護

岸
の

設
置

は
必

要
最

小
限

に
す
る

。

■
・

築
堤

箇
所

は
張

芝
を

施
工

す
る

。

■
・

施
工

中
の

土
砂

流
出

対
策

を
図

り
、

表
土

崩
落

が
懸

念
さ

れ
る

箇
所
に

お
い

て
は

植
生

に
て

対
応

す
る

。

■
・

施
工

時
期

を
考

慮
す

る
。

□
・

□
・

□
・

□
・

■
・

水
質

汚
濁

等
の

対
策

を
図

り
、

周
辺

環
境

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
す
る

。

■
・

河
道

掘
削

土
を

築
堤

に
利

用
す

る
。

第
三

次
青

森
県

環
境

計
画

改
変
計

画
地

内
に

生
育

す
る

希
少

種
や

貴
重

種
、

巨
樹

・
巨

木
林

、
自

然
植

生
、

湿
原

、
景

観
木

・
花

木
な

ど
を

良
好

な
環

境
資
源

と
し

て
と

ら
え

、
そ

の
保

全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

改
変

せ
ざ

る
を

得
な

い
場

合
に

は
、

改
変
区

域
内

の
植

栽
空

間
な

ど
へ

の
移

植
に

配
慮

す
る

。
ま

た
、

移
植

に
当

た
っ

て
は

、
表

土
の

保
全

と
一

体
的

な
生

育
環

境
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

冬
期
や

豪
雨

・
長

雨
の

時
期

に
は

、
表

土
保

全
や

表
土

流
出

防
止

な
ど

の
観

点
か

ら
、

大
規

模
な

樹
木
の

伐
採

や
地

表
植

物
の
改

変
な

ど
を

で
き

る
だ

け
避

け
る

。

人
工
林

の
伐

採
に

当
た

っ
て

は
、

水
源

か
ん

養
や

表
土

保
全

、
大

気
浄

化
な

ど
の

多
面

的
機

能
の

維
持
・

増
進

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、

生
物

の
生

息
・

生
育

環
境

の
確

保
等

の
観

点
か

ら
特

に
必

要
な

場
所

に
つ

い
て

は
落

葉
広

葉
樹

林
等

の
育

成
な

ど
、

人
工

林
の

混
交

林
、

複
層

林
化

に
努

め
る

。

（
土

地
の

改
変

な
ど

の
敷

地
整

備
や

建
築

・
建

設
段

階
）

（
事

業
名

：
蟹

田
川

河
川

改
良

事
業

）

地
形
の

改
変

に
当

た
っ

て
は

、
自

然
地

形
を

生
か

す
よ

う
に

工
夫

し
、

で
き

る
だ

け
改

変
規

模
の

低
減
に

努
め

る
と

と
も

に
、

地
形

が
果

た
し

て
き

た
水

資
源

保
全

、
気

候
調

節
、

景
観

形
成

な
ど

の
役

割
に

配
慮

し
、

そ
れ
ら

へ
の

影
響

の
低

減
に

努
め

る
。

表
土
の

露
出

放
置

に
よ

る
土

ぼ
こ

り
な

ど
の

影
響

を
で

き
る

だ
け

低
減

す
る

よ
う

努
め

る
。

開
発

事
業

等
に

お
け

る
環

境
配

慮
指

針
チ

ェ
ッ

ク
表

地
盤
の

掘
削

、
軟

弱
地

盤
地

で
の

地
盤

安
定

化
の

た
め

の
地

下
水

の
排

水
、

流
路

の
遮

断
、

地
盤
凝

固
剤

の
注

入
な

ど
を

行
う
場

合
に

は
、

周
辺

地
域

で
の

地
盤

沈
下

や
地

下
水

汚
染

な
ど

の
防

止
に

配
慮

す
る

。

盛
土
や

埋
土

を
行

う
場

合
に

は
、

搬
入

す
る

土
砂

の
性

状
な

ど
に

十
分

配
慮

し
、

地
下

水
汚

染
物
質

な
ど

が
含

ま
れ

る
土

砂
等
の

使
用

を
避

け
る

と
と

も
に

、
地

下
水

や
環

境
汚

染
の

防
止

に
努

め
る

。

埋
蔵
文

化
財

包
蔵

地
で

あ
る

場
合

は
、

そ
の

土
地

の
保

護
・

保
全

に
配

慮
す

る
。

野
外
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
施

設
の

整
備

、
農

地
や

草
地

開
発

等
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
で

き
る

だ
け

自
然

地
形

を
活

用
し

た
利

用
計

画
と

し
、

地
域

の
自

然
景

観
や

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

す
る

。

流
通
団

地
や

工
業

団
地

、
大

規
模

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

等
の

大
規

模
造

成
工

事
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
小

区
画

ご
と

に
順

次
実

施
し

、
造

成
地

の
安

定
と

緑
地

や
植

栽
の

育
成

に
努

め
る

。

造
成
な

ど
に

よ
り

、
大

規
模

な
法

面
や

擁
壁

が
生

じ
な

い
よ

う
に

十
分

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

緑
化

や
擁

壁
等

の
多

自
然
型

工
法

な
ど

に
努

め
る

。

残
存
緑

地
や

樹
木

・
樹

林
な

ど
の

周
縁

の
植

生
の

保
全

と
確

保
に

配
慮

す
る

。

植
生
の

改
変

や
農

林
地

等
の

緑
地

の
改

変
に

当
た

っ
て

は
、

植
生

や
緑

地
が

持
つ

水
源

か
ん

養
、

表
土
保

全
、

災
害

防
止

な
ど

の
多

面
的

機
能

の
保

全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

適
切

な
植

栽
や

緑
化

な
ど

の
代

替
措

置
に

努
め

る
。

間
伐
な

ど
に

よ
っ

て
発

生
し

た
林

地
残

材
の

有
効

利
用

や
計

画
地

内
緑

地
な

ど
に

お
け

る
小

動
物

の
生

息
場

所
へ

の
活

用
な

ど
に
努

め
る

。

地
形
の

改
変

に
当

た
っ

て
は

、
表

土
の

保
全

と
活

用
に

配
慮

し
、

表
土

の
一

時
貯

留
と

保
育

、
計

画
地

内
で

の
公

園
や

緑
地

な
ど
の

植
栽

空
間

へ
の

活
用

に
努

め
る

。

地
形
の

改
変

に
伴

う
土

砂
流

出
に

よ
る

河
川

や
湖

沼
、

海
等

の
水

質
汚

濁
の

防
止

や
適

切
な

沈
泥
池

や
緑

地
な

ど
の

緩
衝

地
の
確

保
、

地
表

面
の

露
出

放
置

の
防

止
と

早
急

な
植

栽
や

緑
化

対
策

な
ど

に
努

め
る

。

表
土
の

流
出

防
止

や
土

砂
災

害
防

止
の

た
め

、
雪

解
け

時
期

や
豪

雨
・

長
雨

の
時

期
に

お
け

る
地

形
改

変
や

表
土

の
露

出
放

置
な

ど
は

で
き

る
だ

け
避

け
る

。
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（
事

業
名

：
蟹

田
川

河
川

改
良

事
業

）

■
（
３

）
水

系
や

水
辺

の
変

更
に

係
る

環
境

配
慮

□
・

■
・

河
道

拡
幅

に
あ

た
り

、
元

来
の

澪
筋

を
確

保
し

、
護

岸
は

必
要

最
小
限

に
す

る
。

■
・

河
道

拡
幅

に
あ

た
り

、
元

来
の

澪
筋

を
確

保
し

、
護

岸
は

必
要

最
小
限

に
す

る
。

□
・

□
・

■
・

河
川

を
横

断
す

る
構

造
物

は
基

本
的

に
設

置
し

な
い

。

■
・

河
道

拡
幅

に
あ

た
り

、
元

来
の

澪
筋

を
確

保
し

、
護

岸
は

必
要

最
小
限

に
す

る
。

■
・

河
道

拡
幅

に
あ

た
り

、
元

来
の

澪
筋

を
確

保
し

、
護

岸
は

必
要

最
小
限

に
す

る
。

■
・

河
川

を
横

断
す

る
構

造
物

は
基

本
的

に
設

置
し

な
い

。

■
・

河
道

拡
幅

に
あ

た
り

、
元

来
の

澪
筋

を
確

保
し

、
護

岸
は

必
要

最
小
限

に
す

る
。

□
・

□
・

□
・

□
・

□
・

■
（
５

）
敷

地
整

備
段

階
で

の
重

機
の

使
用

に
係

る
環

境
配

慮

■
・

低
騒

音
、

低
振

動
、

排
ガ

ス
規

制
対

策
型

の
重

機
を

使
用

し
、

周
辺
環

境
に

配
慮

す
る

。

■
・

低
騒

音
、

低
振

動
、

排
ガ

ス
規

制
対

策
型

の
重

機
を

使
用

し
、

周
辺
環

境
に

配
慮

す
る

。

■
・

工
事

時
期

及
び

天
候

を
考

慮
す

る
。

伏
流
水

等
の

流
動

や
自

然
排

水
な

ど
自

然
状

態
で

の
水

循
環

の
保

全
や

用
水

の
確

保
等

に
努

め
る

。

低
騒
音

・
防

振
機

器
の

活
用

、
遮

音
壁

な
ど

の
設

置
、

野
生

動
物

の
繁

殖
時

期
に

お
け

る
重

機
の

使
用
抑

制
な

ど
に

努
め

る
。

重
機
に

よ
る

地
形

改
変

な
ど

を
行

う
場

合
は

、
適

切
な

散
水

な
ど

に
よ

り
土

ぼ
こ

り
の

発
生

防
止

に
努

め
る

。

河
道
の

変
更

や
新

水
路

の
設

置
を

行
う

場
合

に
は

、
下

流
で

の
流

況
や

自
然

環
境

へ
の

影
響

に
配

慮
す

る
。

地
域
の

水
循

環
を

保
全

す
る

た
め

、
河

道
か

ら
の

地
下

浸
透

機
能

や
伏

流
水

の
確

保
及

び
保

全
に

適
切
に

配
慮

し
た

護
岸

や
河

床
の

整
備

に
努

め
る

。

堰
や

堤
防

、
落

差
工

な
ど

の
設

置
に

よ
り

河
川

流
路

を
遮

断
す

る
場

合
は

、
魚

類
な

ど
の

水
生

生
物
の

遡
上

や
移

動
を

妨
げ

な
い
よ

う
魚

道
の

設
置

な
ど

に
努

め
る

。

埋
立
て

な
ど

の
水

面
開

発
や

養
殖

施
設

の
設

置
な

ど
を

行
う

場
合

は
、

水
質

汚
濁

の
防

止
に

配
慮

し
、

地
域

の
良

好
な

水
辺

景
観
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

地
域
の

自
然

や
河

川
環

境
に

適
し

た
多

自
然

川
づ

く
り

な
ど

に
よ

り
、

身
近

に
自

然
と

ふ
れ

あ
え

る
場

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も
に

、
橋

梁
な

ど
の

設
置

に
当

た
っ

て
は

、
地

域
の

景
観

に
配

慮
す

る
。

ダ
ム
な

ど
の

大
規

模
な

水
面

を
持

っ
た

池
や

湖
沼

を
造

成
す

る
場

合
に

は
、

流
量

や
水

質
、

河
川

の
水

温
や

周
辺

気
温

の
変

化
、

土
砂

の
流

出
な

ど
、

地
域

の
自

然
環

境
へ

の
影

響
に

配
慮

す
る

。

尾
根
筋

な
ど

の
分

水
界

や
源

流
域

の
改

変
は

で
き

る
だ

け
避

け
、

改
変

す
る

場
合

で
も

、
極

力
自

然
地

形
を

生
か

す
よ

う
に

配
慮
す

る
。

道
路
等

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

ト
ン

ネ
ル

化
や

オ
ー

プ
ン

カ
ッ

ト
な

ど
に

伴
う

伏
流

水
や

地
下
水

の
保

全
と

流
路

の
分

断
防

止
に

努
め

る
。

水
辺
の

自
然

環
境

の
分

断
防

止
に

努
め

、
連

続
性

の
確

保
と

創
出

に
配

慮
す

る
。

大
規
模

施
設

な
ど

の
建

築
に

当
た

っ
て

は
、

水
辺

か
ら

の
景

観
に

十
分

配
慮

し
た

建
築

物
の

配
置

や
デ
ザ

イ
ン

な
ど

の
工

夫
に
努

め
る

。

水
辺
の

自
然

環
境

や
緑

地
の

保
全

と
浄

化
機

能
の

向
上

、
流

水
や

落
水

の
有

す
る

水
質

浄
化

機
能

な
ど
の

保
全

に
努

め
る

。

瀬
や

淵
、

落
水

、
河

川
敷

な
ど

、
多

様
な

河
川

環
境

を
持

つ
水

環
境

の
再

生
や

創
出

に
努

め
、

魚
類
な

ど
の

野
生

生
物

の
生

息
・

生
育

環
境

の
保

全
と

創
造

に
努

め
る

。

水
位
の

変
動

に
伴

う
湖

岸
の

侵
食

、
表

土
の

露
出

な
ど

、
生

態
系

や
自

然
景

観
へ

の
影

響
に

配
慮

す
る
。

多
様
な

湖
岸

環
境

の
保

全
と

創
出

、
中

洲
や

浮
島

な
ど

の
造

成
に

よ
り

、
水

辺
の

自
然

環
境

の
向

上
や

水
質

浄
化

な
ど

に
努

め
る
。

植
生
の

伐
採

、
地

形
や

地
盤

の
改

変
な

ど
を

行
う

場
合

の
重

機
の

使
用

に
伴

う
排

ガ
ス

や
騒

音
・

振
動
が

周
辺

の
生

活
環

境
や
野

生
動

物
の

生
息

環
境

に
及

ぼ
す

影
響

の
防

止
に

努
め

る
。
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（
3
／

3
）

チ
ェ

ッ
ク

欄
環

　
境

　
配

　
慮

　
指

　
針

具
体

的
な

内
容

（
事

業
名

：
蟹

田
川

河
川

改
良

事
業

）

■
（
６

）
土

砂
等

の
搬

出
・
搬

入
に

係
る

環
境

配
慮

■
・

現
場

発
生

土
は

流
用

土
と

し
て

現
場

内
で

利
用

す
る

。

■
・

地
域

外
へ

の
搬

出
は

行
な

わ
な

い
。

■
・

地
域

外
か

ら
の

搬
入

は
行

な
わ

な
い

。

■
（
７

）
廃

棄
物

処
理

等
へ

の
配

慮

■
・

再
資

源
化

施
設

へ
搬

入
し

、
適

正
に

処
理

す
る

。

□
・

地
形
改

変
等

に
伴

っ
て

発
生

す
る

抜
根

な
ど

は
適

正
に

処
理

す
る

。

表
土
や

植
物

を
他

地
域

へ
搬

出
す

る
場

合
は

、
搬

入
地

で
の

生
態

系
へ

の
影

響
に

十
分

配
慮

す
る

。

建
築
物

等
の

解
体

に
伴

う
建

設
廃

材
な

ど
は

で
き

る
だ

け
リ

サ
イ

ク
ル

に
努

め
、

リ
サ

イ
ク

ル
で
き

な
い

廃
棄

物
は

適
正

に
処

理
す

る
。

搬
入
す

る
土

砂
な

ど
に

含
ま

れ
る

土
壌

汚
染

物
質

の
有

無
を

確
認

す
る

な
ど

、
改

変
地

域
及

び
周

辺
地

域
の

地
下

水
や

土
壌

へ
の
影

響
の

防
止

に
努

め
る

。

土
地
の

改
変

な
ど

を
行

う
場

合
は

、
地

域
内

か
ら

地
域

外
へ

の
土

砂
の

搬
出

入
の

抑
制

に
努

め
る

。
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［全体計画図］
（１）事業実施箇所位置図

（２）全体計画平面図

［構造図］
○標準横断図
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蟹田川航空写真

整備状況（JR津軽線より下流側）

出水状況

蟹田川 

南沢橋

岩井橋

外黒山橋
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